



































































2) たとえば， 5歳 11カ月の幼児から承諾を得て殺害した事案(大判昭和 9年8月27
日刑集 13巻 1086]主)や，重度の精神病で被告人に服従的な者合溢首させた事案




月20日刑集2巻 5号 489頁，最大事j昭和 24年 7月22日刑集 3巻8号 1363頁。さ
らに，大塚仁ほか編『大コンメンターノレ刑法第 7巻〔第2版JJ(育林書院， 2002 
年)292頁以下〔毛利晴光〕参照。










































































































成立することに争いはない。大判明治 43年 4月28臼刑録 16輯 760頁，東京高判昭
和33年 1月23日高刑裁特 5巻 I号 21頁，東京高判沼和 53年 11月15日東高刑時
報 29巻 11号 188頁，名古屋地判平成 7年 6月6日判例時報 1541号 144頁。なお，
長井長信「半日解」ジュソスト臨時増刊 1091号『平成 7年度重要判例解説.1(1996 
年)137頁以下参照。















13) 平野穣~ W刑法総論 I.J(有斐関， 1975年)250頁以下。






『刑法講座 2~ (有斐閣， 1963年)1691'[，団藤重光資任編集『注釈刑法 (5)~ (有斐
弱， 1965年)68頁〔大塚仁J，大塚ほか縞・前出注4)357頁〔金築〕。高橋則夫「同
意殺人罪の成立要件J 西国典之ほか編『刑法の争点(第 3 版)~ (2007年)135頁，
中森喜彦『刑法各論〔第3版J](有斐閣， 2011年)12頁。他方，井田・前出注 12)









17) 大谷質/前田雅英 Fエキサイテイング刑法各論~ (有斐潤， 2000年)18頁参照。




























































































































21) たとえば，山口厚『刑法総論〔第 2版J](有斐鶴， 2007年)151頁，山中・前出
注 11)205支，商問ほか綴・前出注 10)348頁〔深町)，林幹人『刑法総論〔第2版J.J
(東京大学出版会， 2008年)160 J[，前田雅英『刑法総論議義〔第 5版J](東京大学
出版会， 2011年)105 J[。なお，浅田和茂「被害者の同意の体系的地位についてJ










文堂， 2009年)261頁，西国典之『刑法総論〔第2版H(弘文堂， 2010年)189 
頁。なお，井田・前出注 12)194頁以下。




















































































































































































































































32) たとえば，山口淳「被害者の局窓j 同『問題探究刑法総論~ (有斐隠， 1998年)
78頁，武藤・前出注28)82頁。
















































































































































44) 大連判大正 11年 12月22日刑集 1巻 815頁。






46) 小暮得雄「刑の権衡論についてj北大法学論集 14巻 1号(1963年)56頁以下。
47) 小暮得雄 1<小定型》序考j穏松博士還暦祝賀『刑法と科学法律編](有斐閣，
1971年)102頁。
48) 新潟地特平成 14年 1月22日判例時報 1780号 150頁。
49) 東京高判平成 14年 12月10日判例時報 1812号 152頁。








刊刑事弁護 36号 (2003年)15頁，只木誠「半日解JW平成 15年度重要判例解説J
(2004年)164頁，丸山・前出注 50)172頁。
52) たとえば，古江頼降「併合罪における量刑判断の方法(汗日法47条)について判示
した最高裁判決(新潟少女監禁事件)J法律のひろば 56巻 11号 (2003年)76頁以
下，井上宏昨日解j答察学論集 56巻 11号 (2003年)192玄，永井敏雄「待の半j例J

























評価している。しかし，このような評価については， II (2) 3で言及したように，
護大な疑問がある。
*本稿は，南山大学 2013年度ノtッへ研究奨励金 I-A-2(特定研究助成・一般.被
答者の承諾(同意)と犯罪の成否)にもとづく研究成果の一部である。
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